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ＤＤＳ用ＩＣ

【用途】

  TC170C030AF001は、ＤＤＳ(ダイレクト・デジタル・シンセサイザー)用ＩＣです。

  デジタル・スペクトラム拡散通信、スイープオシレータ、オーディオオシレータ等、正弦波出力の

　発振器を簡単に構成することが出来ます。

【特徴】

　●　ＤＤＳは正弦波の出力を連続位相で、瞬時に周波数を変化させる事

　　　が出来ます。

　●　パラレル入力で周波数を制御する時、外付け部品は基準発振器

　　　R-2ラダー抵抗型10bit D/Aコンバータのみで動作が可能です。

　　　ＣＰＵコントロールが必要ありません。

　●　DC～16MHzの周波数を出力することが可能です。

　　　(72MHzの外部基準発振器時)

　●　３線式シリアルコントロールで最大８個のＤＤＳを動作させる事が

　　　出来ます。

　●　４ＣＨの周波数データメモリーを内蔵しています。

　　　ＦＳＫ変調等のアプリケーションに使用することが可能です。

　●　単独の高速位相比較器を内蔵しています。(最大20MHz)

　　　ＤＤＳとＰＬＬを組み合わせてさらに高い周波数の発振器を構成

　　　する時に使用することが可能です。

　●　シリアル入力時、4ビットの汎用出力ポートを使用することが可能です。

　●　５Ｖの単一電源で動作が可能です。
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【電気的特性】

　●　絶対最大定格

　●　推奨動作条件

　●　直流特性

　●　交流特性

    項     目    記    号        定  格  値  単位
 電 源 電 圧     VDD      -0.5～7.0    V
 入 力 電 圧       VI  -0.5～VDD～+0.5    V
 出 力 電 流       IO      -20～+20   mA
 動 作 温 度     Top      -10～+70   ℃
 保 存 温 度     Tstg     -50～+125   ℃

    項     目     記  号 最  小 標  準 最  大  単位
 電 源 電 圧      VDD 4.5 5.0 5.5    V
 動 作 温 度      Top -10 25 70   ℃

           項     目     記   号      条    件 最   小 標   準 最  大  単位
        消 費 電 流      IDD  ※１       90   mA
 入 力 電 圧 Ｌ レベル      VIL 0.2VDD    V
 入 力 電 圧 Ｈ レベル      VIH 0.8VDD    V
 出 力 電 圧 Ｌ レベル      VOL  IOL = -2.5mA 0.4    V
 出 力 電 圧 Ｈ レベル      VOH  IOH = 2.5mA VDD-0.4    V

   ※１　VDD = 5V f CLK = 67.108864MHz  D0～Ｄ16 , D18～D25 = 0 , D17 = 1   1KΩ　R-2R　D/A

           項     目     記   号 最   小 標   準 最  大  単位
       クロック周波数     F CLK DC 72   MHz
     DCK(SCK) Ｈ 時間     thSCK 25    ns
     DCK(SCK) Ｌ 時間     tlSCK 25    ns
     DDTホールド時間     thdDDT 50    ns
     DST(STB) Ｌ 時間     tlDST 25    ns



【各端子説明】

Pin No. 名称 入出力 機  能

1 VDD  +5V

2 DST IN  ストローブ入力　　　　　　パラレル入力時はGNDに接続します

3 DDT IN  シリアルデータ入力　　　パラレル入力時はGNDに接続します

4 DCK IN  シリアルクロック入力　　パラレル入力時はGNDに接続します

5 RES2 IN  リセット入力　　Lレベルでリセット　　フェーズアキュムレータ以外のリセット

6 RES1 IN  リセット入力　  Lレベルでリセット　　フェーズアキュムレータのリセット

7 S/P IN  シリアル/パラレル切換入力   Lレベルでシリアル入力　Hレベルでパラレル入力

8 MR1 IN  メモリリードアドレス1

9 MR2 IN  メモリリードアドレス2

10 MW1 IN  メモリライトアドレス1

11 MW2 IN  メモリライトアドレス2

 12 VSS  VSS

13 P01 OUT  汎用パラレル出力1

14 P02 OUT  汎用パラレル出力2

15 P03 OUT  汎用パラレル出力3

16 P04 OUT  汎用パラレル出力4

17 CS0 IN  チップセレクト1

18 CS1 IN  チップセレクト2

19 CS2 IN  チップセレクト3

20 CLK IN  クロック入力

21 VDD  VDD

22 DA0 OUT  DA0出力(LSB)

23 DA1 OUT  DA1出力

24 VSS  VSS

25 DA2 OUT  DA2出力

26 DA3 OUT  DA3出力

27 VDD  VDD

28 DA4 OUT  DA4出力

29 DA5 OUT  DA5出力

30 VSS  VSS

31 DA6 OUT  DA6出力

32 DA7 OUT  DA7出力

33 VDD  VDD

34 DA8 OUT  DA8出力

35 DA9 OUT  DA9出力(MSB)

36 VSS  VSS

37 NC  無接続

38 TEST  VSS

39 PDI IN  位相比較器信号入力

40 VSS  VSS



Pin No. 名称 入出力 機  能

41 VDD  VDD

42 PDR IN  位相比較器基準位相入力

43 VSS  VSS

44 UL OUT  アンロック出力

45 PDH OUT  位相比較出力(PDI進相時H出力)

46 TRI OUT  位相比較トライステート出力(PDI進相時H出力)

47 PDL OUT  位相比較出力(PDI遅相時H出力)

48 VDD  VDD

49 T29 IN  テスト端子　パラレル入力時、GNDに接続、シリアル入力時、無接続

50 T30 IN  テスト端子　パラレル入力時、GNDに接続、シリアル入力時、無接続

51 T31 IN  テスト端子　パラレル入力時、GNDに接続、シリアル入力時、無接続

52 VSS  VSS

53 P0 IN  パラレル入力 P0(LSB)          シリアル入力時　無接続

54 P1 IN  パラレル入力 P1                 シリアル入力時　無接続

55 P2 IN  パラレル入力 P2                 シリアル入力時　無接続

56 P3 IN  パラレル入力 P3                 シリアル入力時　無接続

57 P4 IN  パラレル入力 P4                 シリアル入力時　無接続

58 P5 IN  パラレル入力 P5                 シリアル入力時　無接続

59 P6 IN  パラレル入力 P6                 シリアル入力時　無接続

60 P7 IN  パラレル入力 P7                 シリアル入力時　無接続

61 P8 IN  パラレル入力 P8                 シリアル入力時　無接続

62 P9 IN  パラレル入力 P9                 シリアル入力時　無接続

63 P10 IN  パラレル入力 P10                シリアル入力時　無接続

64 P11 IN  パラレル入力 P11                シリアル入力時　無接続

65 P12 IN  パラレル入力 P12                シリアル入力時　無接続

66 P13 IN  パラレル入力 P13                シリアル入力時　無接続

67 P14 IN  パラレル入力 P14                シリアル入力時　無接続

68 P15 IN  パラレル入力 P15                シリアル入力時　無接続

69 P16 IN  パラレル入力 P16                シリアル入力時　無接続

70 P17 IN  パラレル入力 P17                シリアル入力時　無接続

71 P18 IN  パラレル入力 P18                シリアル入力時　無接続

72 P19 IN  パラレル入力 P19                シリアル入力時　無接続

73 VDD  VDD

74 P20 IN  パラレル入力 P20                シリアル入力時　無接続

75 P21 IN  パラレル入力 P21                シリアル入力時　無接続

76 P22 IN  パラレル入力 P22                シリアル入力時　無接続

77 P23 IN  パラレル入力 P23                シリアル入力時　無接続

78 P24 IN  パラレル入力 P24                シリアル入力時　無接続

79 P25 IN  パラレル入力 P25(MSB)       シリアル入力時　無接続

80 VSS  VSS



【シリアルデータ入力方法】

　シリアル/パラレル入力選択ピン(7Pin)を[L]レベル(GND)にしてシリアル入力を選択します。

　シリアルデータの入力はDDT(データ)、DCK(クロック)、DST(ストローブ)の３入力で行います。

　シリアルデータはMSBからクロックの立上がりで内部のシフトレジスターに順次取り込まれ、ストローブの

　立上りで転送されます。

【チップアドレス選択ビット設定方法】

 　シリアル入力時、チップアドレス選択ビットを設定することにより、最大8個のDDSを３本のシリアル

   コントロールラインで制御することが可能です。

 　DDSの CS0、CS1、CS2の各ピンがチップアドレス選択ビットのA0、A1、A2に対応します。

　 CS0、CS1、CS2の各ピンを電源又はグランドに接続して、チップアドレス選択ビットと一致したときに

　 シリアル入力データが有効となります。

　 パラレル入力で使用する時は、CS0、CS1、CS2はグランドに接続して使用してください。　

【コマンド設定ビット】

　 シリアル入力時、コマンド設定ビットをセットすることによりDDSを制御することが可能です。

　 コマンドで、1CH～ 4CHのメモリーの書き込み、出力が単独、又は連動して行えます。

　 1CHに書き込んで、同時に1CHを出力するコマンド(コマンドC)を使用することにより書き込んだ

　 周波数データが直ちに出力されます。

　 1CHを出力に設定し(コマンド8)、2CHに周波数データを書き込む(コマンド5)と、出力は1CHの

　 周波数のまま変化しません。

　 このメモリーを利用すると、1CH～ 4CHに予め異なる周波数データを書き込んでおき、出力する

　 メモリーを変えることにより、FSK変調等に使用できます。　
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【出力周波数の設定】

  　DDS 出力周波数は外部から供給されるクロック周波数と周波数設定データで決定されます。

  DDS の理論上ではクロック周波数の1/2の周波数まで出力が可能ですが信号の純度が悪くなりますので

  クロック周波数の1/4を最大出力周波数としてご使用ください。

  クロック周波数 fCLKと周波数ステップ fSTEPは、

 　fCLK = fSTEP × 226

  の関係式となります。

  周波数ステップを1Hzとする場合、クロック周波数は67.108864MHzとなります。

  周波数ステップを2Hzとする場合、上記関係式ではクロック周波数は134.2177284MHzとなりますが

  このICの最大クロック周波数が72MHz ですので、周波数ステップが1Hz の整数倍の時は、クロック

  周波数を67.108864MHz として周波数設定データを周波数ステップに応じて増減します。

  出力周波数 fOUTは、

 　fOUT = fDATA × fSTEP

    fDATA = D0 + D1×21 + D2×22 + D3×23 + D4×24 + D5×25 + D6×26 + D7×27 + D8×28 +

        D9×29 + D10×210 + D12×211 + D13×212 + D14×213 + D15×214 + D16×216 + D17×217 +

        D18×218 + D19×219 + D20×220 + D21×221 + D22×222 + D23×223 + D24×224 + D25×225

       (D0～D25は 0 又は 1)

  の関係式となります。

  周波数設定データ fDATA（D0～D25バイナリーデータ、シリアル又はパラレル入力)と周波数ステップを

  かけ合わせた値が出力周波数となります。

  出力周波数設定例 fCLK = 67.108864MHz  fSTEP = 1Hz

         LSB                                                                   MSB

　   fOUT  D0  D1  D2  D3  D4  D5  D6  D7  D8  D9  D10 D11 D12 D13 D14 D15 D16 D17 D18 D19 D20 D21 D22 D23 D24 D25

　   1Hz  1   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

　   2Hz  0   1   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

    10Hz  0   1   0   1   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

  1000Hz  0   0   0   1   0   1   1   1   1   1   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

  455KHz  0   0   0   1   1   0   1   0   1   0   0   0   1   1   1   1   0   1   1   0   0   0   0   0   0   0



【コマンド一覧】

コマンド
　番号

C
M
3

C
M
2

C
M
1

C
M
0
                                      コマンド実行内容

      0 0 0 0 0 DDSの出力をOFFにする。

      1 0 0 0 1 DDSの出力をONにする。(リセット直後は出力ON)

      2 0 0 1 0 未使用

      3 0 0 1 1 汎用出力ポートP1～P4に4ビットデータを出力。(データ部のMSBから4ビット)

      4 0 1 0 0 メモリー1CHに26ビットの周波数データを書き込む。

      5 0 1 0 1 メモリー2CHに26ビットの周波数データを書き込む。

      6 0 1 1 0 メモリー3CHに26ビットの周波数データを書き込む。

      7 0 1 1 1 メモリー4CHに26ビットの周波数データを書き込む。

      8 1 0 0 0 メモリー1CHの周波数データをDDSの出力とする。

      9 1 0 0 1 メモリー2CHの周波数データをDDSの出力とする。

      A 1 0 1 0 メモリー3CHの周波数データをDDSの出力とする。

      B 1 0 1 1 メモリー4CHの周波数データをDDSの出力とする。

      C 1 1 0 0 メモリー1CHに26ビットの周波数データを書き込みと同時に、DDSの出力とする。

      D 1 1 0 1 メモリー2CHに26ビットの周波数データを書き込みと同時に、DDSの出力とする。

      E 1 1 1 0 メモリー3CHに26ビットの周波数データを書き込みと同時に、DDSの出力とする。

      F 1 1 1 1 メモリー4CHに26ビットの周波数データを書き込みと同時に、DDSの出力とする。

【コマンド内容】

　コマンド０   DDS出力をOFF

　Ｘ：データビットは規定しない。(１or 0のいずれでも可)

　コマンド１   DDS出力をON

　Ｘ：データビットは規定しない。(１or 0のいずれでも可)

D

24

D

25

D

23

D

22

D

21

D

20

D

19

X X X X X X X

D

8

D

13

D

16

D

14

D

15

D

17

D

18

D

11

D

12

D

9

D

10

XX X X X X X X X X X

D

3

D

4

D

5

D

6

D

7

D

0

D

1

D

2

C
M
3

C
M
2

X X X X X XX X 0 0

C
M
0

C
M
1

A

1

A

2

A

0

0 0 CS0CS1CS2

D

24

D

25

D

23

D

22

D

21

D

20

D

19

X X X X X X X

D

8

D

13

D

16

D

14

D

15

D

17

D

18

D

11

D

12

D

9

D

10

XX X X X X X X X X X

D

3

D

4

D

5

D

6

D

7

D

0

D

1

D

2

C
M
3

C
M
2

X X X X X XX X 0 0

C
M
0

C
M
1

A

1

A

2

A

0

0 CS0CS1CS21



　コマンド３   汎用出力ポートP1～ P4に 4ビットデータを出力

　

　D22～ D25が P1～ P4に対応します。他のデータビットは規定しない。(１or 0のいずれでも可)

　コマンド４   メモリー1CHに 26ビットの周波数データを書き込む

  メモリー1CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。DDSの出力周波数は変化しません。

  周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。

　コマンド５   メモリー2CHに 26ビットの周波数データを書き込む

  メモリー2CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。DDSの出力周波数は変化しません。

  周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。

　コマンド６   メモリー3CHに 26ビットの周波数データを書き込む

  メモリー3CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。DDSの出力周波数は変化しません。

  周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。

　コマンド７   メモリー4CHに 26ビットの周波数データを書き込む

  メモリー4CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。DDSの出力周波数は変化しません。

  周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。
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　コマンド８   メモリー1CHの周波数データをDDSの出力とする

 Ｘ：データビットは規定しない。(１or 0のいずれでも可)

  メモリー1CHに書かれた周波数データをDDSの出力とします。

　コマンド９   メモリー2CHの周波数データをDDSの出力とする

  Ｘ：データビットは規定しない。(１or 0のいずれでも可)

  メモリー2CHに書かれた周波数データをDDSの出力とします。

　コマンドＡ   メモリー 3CHの周波数データをDDSの出力とする

  Ｘ：データビットは規定しない。(１or 0のいずれでも可)

  メモリー3CHに書かれた周波数データをDDSの出力とします。

　コマンドＢ   メモリー4CHの周波数データをDDSの出力とする

  Ｘ：データビットは規定しない。(１or 0のいずれでも可)

  メモリー4CHに書かれた周波数データをDDSの出力とします。

　コマンドＣ   メモリー1CHに 26ビットの周波数データを書き込みと同時にDDSの出力する

  メモリー1CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。セットされたデータの周波数が

　同時にDDSの出力周波数となります。 周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。
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　コマンドＤ   メモリー2CHに 26ビットの周波数データを書き込みと同時にDDSの出力する

　メモリー2CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。セットされたデータの周波数が

　同時にDDSの出力周波数となります。 周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。

　コマンドＥ   メモリー3CHに 26ビットの周波数データを書き込みと同時にDDSの出力する

  メモリー3CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。セットされたデータの周波数が

　同時にDDSの出力周波数となります。 周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。

　コマンドＦ   メモリー4CHに 26ビットの周波数データを書き込みと同時にDDSの出力する

　メモリー4CHに D0～ D25にセットされたデータを書き込みます。セットされたデータの周波数が

　同時にDDSの出力周波数となります。 周波数データの計算方法は、項目10を参照してください。
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【シリアルデータ入力タイミング】

　周波数・コマンドの設定はDDT 端子, DCK 端子, DST 端子のシリアルインタフェースで行います。

　設定データはDCK 信号の立上りでシフトレジスタに読み込み, DST 信号の立上りエッジでラッチへ転送

　されます。設定データの入力タイミングを示します。

DDT

DCK

(DATA)

(SCK)

DST
(STB)

t1 t2 t3

t4 t5100ns<t1   25ns<t2,t3,t5   50ns<t4

【位相比較器回路例】

　DDS ICに単独の高速位相比較器を内蔵していますのでDDSと PLLを組み合わせてさらに高い周波数の

　発信器を構成することが出来ます。位相比較器は最大20MHzの動作が可能です。

　

　高速位相比較器の回路例
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【パッケージ】

　　　　　　　　　　　QFP80-P-1212-0.50D
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I

E

A

MCL10  102

H

B D

C

GF

    Ａ     Ｂ     Ｃ     Ｄ     Ｅ     Ｆ     Ｇ     Ｈ     Ｉ
 寸法(mm)   14.0    5.3    2.3     8.0   1.27    0.4     0.2    0.3   11.4
 公差(mm)  ±0.2  ±0.2    MAX  ±0.2  ±0.2  ±0.05  ±0.1    MIN  ±0.2

                 項 目        仕 様        備 考
型名    MCL-10-102

抵抗値    1k-2k    R-2R
抵抗温度係数   ±10ppm/C
抵抗値許容差（絶対）   ±0.5%

抵抗値許容差（相対）   ±0.05%
定格電力   40mW/素子

直線性   ±0.5LSB
出力インピーダンス   1k ohm
出力インピーダンス許容差   ±1%

使用温度範囲   -55～+120℃
保存温度範囲   -55～+120℃
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